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 論文題名 
Acupuncture's Evidences: Even Slight Stimuli Could Alter Body Functions Suggesting 
the "Resetting" Effect. 
（鍼治療の根拠：微弱な刺激が生体機能を変化させ"リセッティング" 効果を示唆する） 
 
 研究目的 
 今日の鍼刺激に関する一般的な実験では、主に皮膚を貫き筋組織まで鍼を進入させる、
痛みを伴う比較的侵襲性の強い刺激による報告が多い。また使用する鍼の長さも 40～
50mm が一般的であり、特に鍼治療が未経験の被験者にとっては恐怖感や緊張を強いられ
ている。これらの要因が実験の評価や結果に及ぼす影響が懸念されており、とりわけ自律
神経系に関する研究などをより一層困難なものにしている。以上のことから本研究では鍼
の処置に伴う被験者の痛みを可能な限り除去する為に、微小な鍼が装着されている円皮鍼
を用い、さらに鍼が装置されておらず外観上区別が出来ないプラセボ用のシールの使用と
ともに、皮膚に対する微細な刺激が、或いは認知や感知ができない刺激が生体機能に与え
る影響を、心拍変動と対光反射時における瞳孔動態の測定を通して数値化し、それらの自
律神経系の変化を分析し解析を加えて、鍼刺激の効果を科学的に検証する。 
 
 研究方法   
研究デザインはクロスオーバー、一重盲検法を採用した。20歳以上の健康な成人ボ
ランティア 20名に対し、介入群として 3種類のシール式円皮鍼（ディスポーザル、線
径 0.2mm；鍼長 0.6mm、0.3mm、0.0mm[プラシーボ]）を種類ごと計測日を分けて貼付し
実験を行った。またコントロール群として介入群の中から 7 名、新規のボランティア
4名の計 11名が参加した。コントロール群では円皮鍼を貼付せず無刺激の状態で、介
入群と同様の手順で計測を実施した。計測方法は円皮鍼の貼付前(M1)、貼付中(M2)、
除去後(M3)の 3度の計測を各測定間 15分の間隔を設けて行った。そこから得られた数
値を T 検定法により解析し、円皮鍼の種類別（被験者の痛みあり、痛みなし、シール
貼付のみ）及び無作為のコントロール群における生体機能の変化を比較し検討した。
心拍における計測はポータブル心拍変動測定器を使用し、 FFT(Fast Fourier 
Transform)の周波数領域の解析における HF(High Frequency Spectrum)、TP(Total 
Power)、LF(Low Frequency Spectrum)、VLF(Very Low Frequency)及び RR 間隔を指標
とした。瞳孔動態の計測は赤外線電子瞳孔計測器を用いて、対光反射の反応から得ら
れる 25種類のパラメータのうち、自律神経系に関係する 11種類のパラメータ(初期瞳
孔半径、縮瞳からの回復率など)に注目し指標とした。さらに瞳孔の計測では 1度の計
測時に 3 回フラッシュが光り、右眼(D＝Dexter)と左眼(S＝Sinister)を含め 6 種類の
データを取得し、通常はその平均値を参考にするが、本研究では左眼と右眼の反応バ
ランスから右眼(D1、D2、D3)の反応の結果に注目した。 
 
研究成績及び考察 
 心拍変動：RR 間隔の比較ではコントロール群で安静効果と考えられる心拍数の減少、
すなわち RR 間隔の増加が各測定間 (P 値 M1・M2＝0.09%、M1・M3＝0.1%、M2・M3
＝3.02%)で見られたが、円皮鍼の貼付群ではシールの除去後にそれらの有意な変化は抑制
され停止した(各 M2・M3 間の P 値、プラセ: 67.3%、0.3mm: 8.61%、0.6mm: 38.99% )。
FFT による周波数分析ではコントロール群はすべてにおいて有意差は見られず、貼付群で
はいくつかの有意差が見られた。さらに除去後に数値が反転して戻る傾向(M2・M3 間で
HF は 0.6mm: P=4.49%、TP は 0.3mm: P=4.6%、0.6mm P=3.19%、LF はプラセボ: 
P=2.9%、0.6mm: P=2.98%、VLH は 0.3mm: P=2.67%)が観察された。また鍼の長さ（刺
激量）による RR 間隔の変化の違いも示され、0.6mm は 0.3mm に比べ抑制効果が強い(0.3
ｍｍでは M1・M3 間で有意差が見られた)ことが観察された。 
瞳孔動態：心拍変動の RR 間隔の変化と同様に M1、M2、M3 の計測にしたがって有意
差の数の減少 (M＝28、M2＝24、M3＝7) が見られ、円皮鍼の除去効果が観察された。さ
らに初期瞳孔半径に関しては、M3 の D3 でプラセボと 0.6mm の間で除去に伴って有意な
増加(P＝1.72%)が認められ、瞳孔の拡張が示された。また D1 ではコントロール群の M1、
M2、M3 の各計測間の変化に対して、貼付群ではすべて逆の傾向を示し、円皮鍼またはシ
ールの貼付や除去による影響や効果が観察された(M1・M2 間の差は 0.6mm より 0.3mm
の方が大きかった)。そして HRV と同様に鍼の長さに対する変化の違いも確認され、さら
に痛みの感覚に対応する生体反応のパターンの差も示された。 
  
結論 
円皮鍼のような微細な皮膚刺激でさえ生体に影響を与え、その機能を変化させることが
実証された。その効果のひとつは、コンピュータの再起動システムのように、生体が刺激
により生じた反応(乱れ)を修復し、恒常性の維持に働く"リセット効果" だと考える。本
来、生体に備わっている自律神経系を調節するメカニズムに対して、鍼の体表に対する刺
激はきっかけを与え、その機能を呼び起こす作用があると考えられる。このような生体機
能の正常化を惹起させる鍼刺激は、「II 型情報薬」として考えられる。 
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論文題名 
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（鍼治療の根拠：微弱な刺激が生体機能を変化させ"リセッテイング”効果を示 
唆する） 
結果の要旨 
現在、鍼灸治療は民間療法として世界各地域で行われており、わが国でも６病状におい 
て健康保険の適用が認められている。しかしながら、いまだその治療効果に関しては科学 
的な根拠が充分に解明されておらず、またその為の研究や実験においても種々の問題点を 
含んでいるのが現状である。本研究ではそれらの問題点を可能な限り排除し、微弱な鍼の 
刺激下における生体機能（自律神経系）の変化を明らかにする為、心拍変動と瞳孔動態を
指標とし計測を行った。その結果、無作為のコントロール群にみられる安静効果とは異な 
る、いくつかの興味深い変化が観察された。そのひとつは心拍変動におけるコントロール 
群での RR間隔の延長が、シール貼付群ではシール除去後にその変化が抑制され減少してい
ること、そして周波数領域ではシール貼付群にのみ、数値の増加や減少による有意な変化
がみられた事である。また瞳孔動態でも心拍変動と同様に、シール貼付群では有意差のあ
るパラメ一夕が序々に減少していく様子が確認され、さらにコントロール群とは逆の方向
に変化し、除去後に元の数値に戻る傾向(リセッテイング)を示すパラメ一夕も多く観察さ 
れた。したがって本研究により、微弱な鍼刺激が生体機能(自律神経系)に影響を与え、恒
常性維持の機能を惹起させる可能性(リセッテイング効果)のあることが示唆された。本研
究結果は今後の自律神経系の研究においてさらに発展が期待できる。以上のことから、本
研究は博士(医学)の学位授与に値する研究成果であると、審査委員全員から評価された。 
 
